
国際ロータリー第 2550 地区

2014.08.07 №2715 

ガバナー補佐 岡本俊夫 

真岡ロータリークラブ 
会長 海老原 均 

会長  海老原 均     幹事  田村 浩次    会報委員 （ 久保康夫、 中川宏行、 石川久雄、 見目良一 ） 

〒321-4305 栃木県真岡市荒町 1203（真岡商工会館内） 

TEL 0285-84-2511  FAX 0285-84-2510 

e-mail：rc-moka@sweet.ocn.ne.jp URL：http://rc-moka.jp/ 

小山

■司会 SAA 石塚 龍夫君

■点鐘          会長 海老原 均君

■ロータリーソング     奉仕の理想

■会長挨拶        会長 海老原 均君

皆様、こんにちは。

はじめにお客様のご紹介を致

します。今月誕生日を迎えら

れた会員の奥様を紹介します。

海老原会員の奥様  

富士枝 夫人

本日は、ようこそいらっしゃいました。ごゆるりとお

くつろぎください。

先ほどの理事会において今年度予算が承認されまし

た。前年度、会費の変更がされましたが、消費税の増

税や諸々の事情により非常に厳しい予算です。皆様か

ら納入いただきました大切なお金ですので、使途につ

いては慎重に見極めて活動したいと思っております。

各委員会の事業や対外的事業等は、会員の皆様方のア

ドバイスをいただきながら、不便をきたさないよう考

えていきたいと思いますので、ご協力の程よろしくお

願いします。

さて、今月は会員増強および拡大月間です。

会員増強・会員維持は、クラブ存続のための必須要件

です。増強しなければ今後のクラブが不安になります。

会員数が少なくなれば活気がなくなると同時に財源的

にも、人的にもロータリー稼動を縮小せざる得なくな

り、活動意欲も希薄になり、悪循環の末、会員減少に

さらに拍車がかかることは、皆様もご承知の通りです。

こうして、月間キャンペーン的に全国のクラブが増強

及び拡大について討議する機会を設けなければならな

いのは、会員数あってこその運営であり、どのクラブ

においても最重要課題だからだと思います。この機会

をただのキャンペーンで終わらせるのではなく、今一

度、皆様方とともに考え、実際の行動に移していけば

と思っております。

では、会員増強をいかに進めていくかですが、地区

の会員組織委員長は事細やかに説明されているところ

を今回は省略して、当クラブ独自の方法を増強委員長

の竹石ＰＰに委ね、指示を仰ぎたいと思います。また、

質か量かの問題については、会員の皆様方の意見を聞

きながら、会員増強への参考にしていきたいと思いま

す。会員維持としてはいくつか問題が有りますが、今

年度の私の会長方針では述べましたように、やはり皆

様方にクラブ活動を楽しんでいただけることに尽きる

と思います。それが、例会の出席率の向上と活動への

参加意欲を高めていき、更には退会から遠ざかること

に がると考えているからです。そして、深刻な事情

による退会ではなく、活動を理解することなく退会す
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る者を防ぐことが重要だと思っています。例会や行事

等から徐々に遠ざかり、活動に異議を見出せないまま

退会した場合、退会者としての数が単純に１つ減った

という事ではなく、クラブにとって大きなマイナスを

背負うことになりかねません。真のロータリー精神を

習得することなく退会した会員からのクラブに対する

誤った知識が流布された場合、後々会員増強の足かせ

になってしまう可能性も出てくるからです。

いずれにしても、増強と維持については考えていかな

ければならない事、実際にやってみなくてはわからな

い事がたくさんあります。今後、竹石増強委員長を中

心とした活動計画に沿って邁進していきたいと思いま

すが、委員会まかせではなく会員一人一人が意識をも

たなければ真の会員増強は出来ません。全会員でご協

力の程よろしくお願いします。 

以上、挨拶といたします。

■幹事報告       幹事 田村 浩次君

＊2014～2015 年の予算

について理事会で承認さ

れました。

＊8 月の会員増強及び拡

大月間につきましては、

竹石ＰＰに会員増強につ

いての心構えについて話してもらえる。

＊斗六ＲＣ公式訪問

頼近委員長より参加人数が 26 名と大変多くの人

数が報告されました。

＊真岡市制60周年に参加する斗六ＲＣが5名ほか3
名が真岡に訪れる 10 月 30 日～11 月 3 日

＊地区大会 9 月 19 日～9 月 21 日大田原で開催 21
日はバスにて参加

＊野球大会は承認されました

＊暑中お見舞いは例年通り新聞に掲載

＊事務局の夏季休暇は 8 月 11 日～8 月 15 日

＊ＲＣ財団より補助金が 326,400-支給されます。

＊会報委員会より 例会の状況を、ホームページで

見ることができます。

■委員会報告 会員増強委員長 竹石 峰夫君

8 月は会員増強拡大月

間になっていまして何人

かからは候補者が私のほ

うに伝いていただいてい

ますが、皆さんの協力をぜ

ひお願いいたします。

■委員会報告 国際奉仕委員長 小林 勇一郎君

ＲＣ囲碁同好会

RI 認定の第 13 回囲碁

全国大会 10 月 11 日 

東京、市谷で

■お知らせ          岡本 俊夫君

9 月の地区大会

で長嶋Ｇのほう

から広報委員を、

とゆうことで。指

名を受けました。

広報委員のトッ

プは、瀬下委員長

で。

8月22日第2回目の会長、幹事会を、開催します。

■誕生月、ご結婚月

久保 賢司君

3 日

岡本 俊夫君

10 日

川掘 哲夫君

14 日

広瀬 紀夫君

18 日

福原 一郎君

24 日

杉村 久夫君

26 日

海老原 夫人 

久 保 夫人

石 塚 夫人

高 橋 夫人

■乾杯            金子 剛士君 

■本日のお食事
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■本日のスマイルボックス   大越 正和 君

片田 泰宏 君

海老原 均 君

  今月誕生日記念日を迎えられる、皆様おめでとう

ございます。今月は増強、拡大月間です会員皆様の

協力をいながら竹石ＰＰとがんばっていきたいと思

います、家内の誕生日祝いをいただきありがとうご

ざいます。暑さきびしい折お体にご注意下さい。

田村 浩次 君

  今月誕生日、結婚記念日を迎えた会員の皆様お目

出とうございます。今日は会長婦人独りの参加とな

り少々さびしい気もしますが、会長の笑顔でおゆる

しを。又、会長の健康管理よろしくおねがいします。

岡本 俊夫 君

  ８月 10 日を迎えると、67 才となります。取り敢

えず 70 才迄、頑張ります。本日は誕生祝ありがと

うございます。海老原会長婦人ようこそ！！増強に

励んで下さい。竹石委員長結果が全です、応援しま

す。

杉村 久夫 君

  今日は立秋 男性の平均生存年令が 80.24 才にな

りました。何とかクリアーをしました、がんばりま

す。

福原 一郎 君

  早朝、墓薙に出かけると涼しさを感じ、秋の気配

の空を感じ猛暑もあと一息と立秋を感じました。誕

生日記念を祝っていただき、ありがとうございます。

会長夫人ようこそ！！

竹石 峰夫 君

  強化月間です。会員各位よりの情報提供をお待ち

申し上げます。会長夫人ようこそ！！

広瀬 紀夫 君

  ・誕生祝ありがとうございます。65 才となりまし

た。 ・会長夫人ようこそ。

木村 慎太郎 君

  暑中お見舞申し上げます。

久保 康夫 君

  妻の誕生日のお祝いを頂きありがとうございます。

市村さん卓話ごくろう様です。本日、野球の練習よ

ろしくお願い致します。

市村 忠男 君

  今月誕生日、結婚記念日を迎えられた皆様おめで

とうございます。毎日残暑厳しい日が続いておりま

す。体調にご留意下さい。

石塚 龍夫 君 

  家内の誕生祝を、戴き有難うございます。地元日

枝神社の 9 年ぶりの禮大祭を、無事済ませてまいり

ました。総合プロデューサー頑張りました。

見目 良一 君

  本日、御誕生月 結婚記念日を 迎えた会員、婦

人の皆様おめでとうございます。今日は立秋ですが

まだまだ厳しい暑さが続きそうです。お体ご自愛下

さい。

久保 賢司 君

  誕生日の御祝、有難うございます。厄年を無事終

える事を日々思いながら控えめに毎月を過ごしてお

ります。

柳田 尚宏 君

  今日は、月初会誕生月・結婚記念日の方おめでと

うございます。よい 1 年でありますように。

会  員 ¥42,000 米  山 ¥2,454 
ビジター ¥0 そ の 他 ¥0 

前月累計 ¥266,690 
合  計 ¥44,454 累  計 ¥311,144 

今日もたくさんのスマイル、

ありがとうございました。(^^)
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■内部卓話(ロータリ－の友) 市村 忠男君

「ロータリーの友」の気になった

記事を紹介する時間を持つという

会長提案があり、今月から随時紹

介することになりました。

ＲＩ会長のテーマ「ロータリーに

輝きを」について記事が有りまし

たので読んでみました。ＲＩ会長

はロータリーの価値観に、奉仕や責任の重要性、家族や他者の

尊重といった中華的価値観を見出します。孔子を世界で最初の

ロータリアンと呼んでいます。孔子の言葉に「與其砲怨、不如

改變」読み方は「其（そ）の砲怨（ほうえん）與（よ）り、改

變（かいへん）に如（し）かず」直訳は「不満を抱えているよ

りも、何かを変える方が良い」ここから「ただ座って暗闇を呪

うよりも、ろうそくをともした方がいい」とアメリカの該当す

ることわざの意味だそうです。世界には困難なことが山積して

おり、支援を必要としている人がたくさんいます多くの人はこ

の状況を見て「私ができることは何もない」といいます。結果

何も変わらない。しかし、ロータリーなら、ろうそくをともし

ます。会長が一本のろうそくの火をともし、あなたが一本のろ

うそくに火をともします。そして１２０万人のロータリアンが

そうします多くのロータリアンが一つになれば世界を輝かせる

ことができるのです。ロータリアン一人ひとりが自身のろうそ

くに明かりをともすことより、ロータリーに輝きを与えましょ

う。と呼びかけています。「ロータリーに輝きを」もたらす方法

は、たくさんある内の一部に「ロータリーデー」を多くの地域

で開催し、ロータリー活動を広報する。ローターアクトクラブ

やインターアクトクラブの人達をロータリーの奉仕活動に巻き

込んだ、新世代のロータリー会員に近しい人にしてほしい。会

員家族を会員に。「ロータリーに輝きを」もたらすために、ポリ

オ撲滅を実現すること。そのためにも必要な資金を出していか

なければなりません。 

ロータリアン一人ひとりが「どのように世界を見、自分達の役

割を見出すか」を考え、ろうそくに火を灯してくれることを信

じています。（ＲＩ本部公式訳文）ロータリーに輝きをもたらす、

輝かせるにはロータリーの奉仕を人々と分かち合い、クラブを

強力なものとし、地域社会でロータリーの存在感を高める。現

会員を維持し、会員数 130 万人を達成すること。クラブの現状

を直視し、新会員の入会理由と既存会員の退会理由を検討し、

ロータリーを魅力的で興味をそそるものにするために何をでき

るかを考える。 

ポリオを撲滅し、歴史に名を刻みましょう。知人友人等にポリ

オプラス基金に寄付を勧めて下さい。 

地域社会で、クラブを強化し、ロータリーに輝きをもたらせば、

ロータリーの奉仕で世界に輝きをもたらすことができるでしょ

う と 結 論 付 け て い ま す 。

（7 月号より）ガバナー月信 7 月号で、長嶋ガバナーは、ＲＩ

会長テーマについて述べています。 

各クラブがどう「Ｌｉｇｈｔ Ｕｐ Ｒｏｔａｒｙ」していく

のか。どのようにろうそくに火を灯すのか。は、各クラブ、各

人に任されている。皆の力をうまく使って地域社会の役に立っ

ていきたい。 「輝き」は外面でなく、皆様の内面から輝くも

のです。皆様の輝きで明るく楽しいロータリーを創りましょう。

地区方針と目標 

１若者を育てましょう 

２ロータリアン一人ひとりが輝きましょう 

 目標 例会の充実（卓話の充実、プログラムの見直し等）親

睦活動の充実（花見、クリスマス会等） 

３奉仕プロジェクト活動でロータリークラブが輝きましょう 

   意義ある奉仕プロジェクトがなければ、会員増強や優れ

た会員を維持でき 

   ないということが、長年にわたって認識されます。 

   奉仕活動の継続は大切ですが同じ奉仕活動だけを続けて

いたのではクラブは衰退しています。地域社会のニーズ

に応え、大小問わずに地元及び国際プロジェクトに取り

組んで下さい。そのためにロータリー財団を支援して下

さい。 

  目標 地区補助金活用又は独自の地域奉仕活動プロジェク

トの実践ポリオ撲滅への理解と支援他 

感想 

ＲＩ会長と長嶋ガバナー両者のメッセージは簡潔で抽象的な文

章のため、なかなか 

理解が困難であり、ロータリーとして考えさせられる多くの課

題が込められている 

と解釈するほかないものと思われます。会員・幹事さらにガバ

ナー補佐は大変ですね。 

ガバナー公式訪問では数多くの質問もできそうですね。 
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■例会プログラム

■月間予定

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

特
別
休
会

納
涼
家
族
例
会

軽
食

内
部
卓
話

月
初
会

8月 9月

■出席報告

在籍 52 名 出席免除 3 名（資格者 2 名   有理由者 1 名）

例会日 出席義務 事前 MU 事後 MU 出席 欠席 出席率 本年度累計出席率

補正後 7 月 24 日 51 0 1 39 12 76.47％ % 

8 月 7 日 49 4 - 38 11 77.55％

7 月出席率 8 月出席率 9 月出席率 10 月出席率 11 月出席率 12 月出席率 1 月出席率 2 月出席率 3 月出席率 4 月出席率 5 月出席率 6 月出席率

本日のプログラム 次回のプログラム

8 月 21 日

納涼家族例会

於：フォーシーズン静風

8 月 28 日

通常例会

内部卓話


